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論文審査要旨
 アクリジンは比較的簡単に光還元を受ける最も簡単な芳香族化合物の一つであって,通常光によ
 る光還元反応の研究は従来かな診行なわれているが,閃光法による研究は今迄全然なされていなか
 った。
 吉良は本研究に論いて第1章で従来の研究を概観した後,閃光実験法について簡単に述べ(第2
 章),つづいて第3章でメタノール,エタノール溶液にかける光還元反応り中間体として,三重項
 状態,半還元状態のスペクトルを同定した。次に第4章,第5章でその挙動を定量的に研究し,三
 重項状態の二分子失活,酸素による失活等の速度定数の決定,半還元状態の二分子消失,酸素によ
 る消失等の基本的な過程に対する速度定数の決定に成功した。特に重要な貢献は酸素を加えた系と
 の比較検討から,光還元の機作に2種類あ診,一つは励起状態とアルコールの分子機作にもとづぐ
 反応であって,一挙に還元体を生じるものであ知,他は半還元状態を経由するラジカル機作である
 ことを明らかにした点である。
 第6章では,最低三重項状態が反応に関与しないことをT-Tエネルギー移動を利用することに
 より開らかにした。これも重要な結果であるが,但しこの結果は本研究の進行中,KeHmann,
 Doboisらによっても報告されている。また第7章では半還元体の挙動をくわしく検討するため,
 ベンゼン溶液中でアクリジン,アクりダンの混合系について研究したが酸素を充分加えた場合には,
 三重項状態と酸素により励起酸素分子が生成し,これがアタリダンを酸化する過程と,励起酸素分
 子が基底酸素分子により失活される過程の二つが競争反応になっているという新しい見解を提出し,
 これによ匂従来得られている定常光による研究結果も含めて説明することができた。この機作につ
 いてはなむ,さらに実験的裏づけをする必要があろう。
 以上を要するに本研究は,アクリジンの光還元に関する研究としては,従来の諸家の碩究にぐら
 ぺて画期的な成果をもたらしたものである。
 よって,吉良爽の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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